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人口と世帯数
平成19年８月１日現在

人　口
男
女
世帯数

（ ）内は前月との比較

１１１,１８５人 （＋ ２６）
５４,６８２人 （＋ ７）
５６,５０３人　（＋ １９）
４１,９６４世帯（＋ ３７）

現在、梅林となっている彦根城大手の西側は、冬の

厳しい寒さが緩むころともなると、梅花の香りに誘わ

れた大勢の人々で賑わいます。この梅林のある一帯は、

江戸時代にはどのような建物が立ち、どのような姿だ

ったのでしょう。

築城当初の慶長期の縄張りでは、梅林となってい

る広大な曲輪に、大手を守備する目的で、家老の鈴木

主馬と川手主水の屋敷が配置されていたようです。

ところが、大坂の陣を境に、新たな時代に対応する

ため、彦根城は縄張りの変更がなされました。内堀よ

り内側の第一郭に配置されていた家老たちの屋敷は、

内堀より外側の第二郭へ移動することとなりました。

鈴木主馬と川手主水の屋敷も、その趣旨に沿って第二

郭へ出ることになりましたが、実際には、鈴木主馬は、

大坂の陣後に井伊直継の家老として安中城（群馬県安中

市）へ移り、川手主水は大坂の陣で討死したため、大

手の二人の屋敷に主はすでに居ませんでした。

二人の屋敷地は、その後、しばらく竹蔵として利用

されていたようですが、やがて幕府領からの城付米５

万俵を預かる米蔵17棟が造営されました。米蔵は幅３

間（１間は約２ｍ）ないし４間、長さは10間から24

間までいろいろありました。琵琶湖を利用して船で運

び込まれた米は、松原内湖から内堀を経て米蔵横の

「埋門」に到着。この門で船から降ろされて各米蔵に

保管されました。

米蔵が今日のように梅林に変わるのは、明治時代に

なってからのことです。

バイオディーゼル燃料で
走るごみ収集車
家庭から出る廃食油（使わな

くなった食用油など）は、精製す

ることで、バイオディーゼル燃料（BDF）に生まれ変わり、

軽油の代替燃料として使うことができます。

彦根市では、地球温暖化防止にも貢献するバイオディー

ゼル燃料を、一部のごみ収集車（写真上）の燃料として使

用を始めました。

廃食油のリサイクルを
すすめましょう
すでにいくつかの団体によ

って、彦根市内でも廃食油の

回収が行われています。彦根

市では、ごみ収集車でのバイ

オディーゼル燃料の使用にあ

わせて、新たに市内の5か所の施設に回収ボックスを設置

します（写真右）。

家庭から出た廃食油や、消費期限のきれた食用油を、油

ボトルやペットボトルなどに入れて、回収ボックスに入れ

てください。

回収ボックスの設置施設 市役所１階（生活環境課付近）、

清掃センター玄関、 福祉保健センター、 鳥居本出張

所、 稲枝支所

持ち込みできる時間 月～金曜日の８：30～17：15（祝日

を除く）

問い合わせ先 清掃センター管理課 22 2734、

FAX24 7787、または、 生活環境課 30 6116、

FAX27 0395
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▲幻想的な光景が広がる、光の祝祭　彦根城ライトアップ「彦根夢灯路」（表門橋から馬屋方面をのぞむ、写真は昨年撮影）


